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 平成２６年１２月 １日 

ＥＥ東北実行委員会 

 

建設技術公開 「ＥＥ
イ ー イ ー

東北
ト ウ ホ ク

'１５
イ チ ゴ ー

」開催します
～“東北の明日を支える 新技術” 出展募集のお知らせ～

 

建設分野における新技術、新工法等を一堂に集めて公開

する「ＥＥ東北’１５」を、平成２７年６月３、４日に夢メッ

セみやぎを会場に開催します。 

つきましては、新技術展示会及び新技術プレゼンテーシ

ョンの参加募集を開始します。 

【出展募集期間】本日から平成２７年１月２０日（火）まで 

【出展申込方法】 

出展募集要領をお読みいただき、出展申込書に必要事項をご記入のうえ、

期限までに郵送またはＥメールで提出先へ送付してください。 

なお、出展募集要領、出展申込書はホームページ、または、ＥＥ東北実

行委員会事務局で入手いただけます。 

提出先：〒985-0842 宮城県多賀城市桜木３丁目６－１ 

ＥＥ東北実行委員会事務局（東北地方整備局東北技術事務所内） 

E-mail：tougi@thr.mlit.go.jp 

【同時開催】 

「ＥＥ東北’１５」は、「２０１５建設リサイクル技術発表会・技術展

示会」と同時開催になります。 

 

（発表記者会）宮城県政記者会、東北電力記者会、東北専門記者会 

【お問い合わせ先】 ＥＥ東北実行委員会事務局（東北地方整備局 東北技術事務所内） 

東北技術事務所 副所長             狩 野
か り の  

武 志
た け し

 

東北技術事務所 施工調査･技術活用課長  下 田
し も だ  

一 朗
い ち ろ う

 

              住所：多賀城市桜木３丁目６－１ 電話０２２－３６５－８０４７ 

          URL： http://www.thr.mlit.go.jp/tougi/eetohoku/ee15/index.html 



建設技術公開「ＥＥ東北’１５」の開催概要 
 

○ 開 催 日 時 

平成２７年６月３日（水） １０：００～１６：３０ 

平成２７年６月４日（木）  ９：３０～１６：００ 

 

○ 開 催 場 所（予定） 

夢メッセみやぎ（宮城県仙台市宮城野区港３-１-７） 本館 屋内展示場・屋外展示場 

 

○ 目   的 

建設事業に係わる新技術、新工法、新材料、その他時代のニーズに対応して開発された技術を

公開することで、その普及を図ることにより、さらに新たな技術開発の促進と、良質な社会資

本の整備を通じて社会に寄与することを目的として、開催します。 

※ ＥＥとは英語の Engineering Exhibition（エンジニアリング エキシビション）の略

で、新技術を広く公開するという意味が込められています。平成２年から開催されてお

り、今回で２５回目の実施となります。 

○ キャッチコピー “東北の明日
あ す

を支える 新技術” 

○ 入 場 料  無料 

 

○ 来場予定者 

国及び地方公共団体職員、建設コンサルタント、建設会社、建設資材等関連会社、大学生、高

校生、一般の方等 

 

○ 開 催 内 容 

 新技術展示会の技術分野 

①復旧・復興に関する技術分野、②建設段階の技術分野、③維持管理・予防保全の技術分野、

④建設副産物・リサイクル等の技術分野、⑤防災・安全等の技術分野、⑥その他共通の技術

分野 

 新技術プレゼンテーションのテーマ 

①復旧・復興に関する技術分野、②建設段階の技術分野、③維持管理・予防保全の技術分野、

④防災・安全等の技術分野 

 

○ 主   催 

ＥＥ東北実行委員会（委員長：東北地方整備局 企画部長） 

 [構成団体名] 

一般社団法人日本建設業連合会東北支部、一般社団法人日本道路建設業協会東北支部、一般

社団法人日本建設機械施工協会東北支部、一般社団法人東北コンクリート製品協会、一般社

団法人全国特定法面保護協会東北地方支部、東北建設業協会連合会、一般社団法人東北地域

づくり協会、一般社団法人日本埋立浚渫協会東北支部、一般社団法人建設電気技術協会東北

支部、一般社団法人建設コンサルタンツ協会東北支部、東北地方整備局、青森県、岩手県、

宮城県、秋田県、山形県、福島県、仙台市、東日本高速道路株式会社東北支社 



１．開催概要 

● 名 称 

建設技術公開「ＥＥ
イーイー

東北
トウホク

’１５
イチゴー

」 

● 目 的 
建設事業に係わる新材料・新工法、その他時代のニーズに対応

して開発された新技術を公開し、その普及を図ることにより、

さらに新たな技術開発の促進と、良質な社会資本整備を通じて

地域社会の発展に寄与することを目的とします。 

● 開催日時 
平成２７年６月３日（水）１０：００～１６：３０ 

平成２７年６月４日（木） ９：３０～１６：００ 

● 開催場所（入場は無料） 
みやぎ産業交流センター「夢メッセみやぎ」（予定） 

（宮城県仙台市宮城野区港３丁目１－７） 

● 来場予定者 
国及び地方公共団体職員、建設コンサルタント、建設会社、建

設資材関連会社、大学生、高校生、一般の方等 

● 内 容 

実 施 項 目 内 容 

新技術展示会 

屋内展示場 7,500 ㎡ 

屋外展示場 5,000 ㎡ 

実物、模型、サンプル等によ

る建設分野に係わる新材料・

新工法等の展示 

新技術プレゼンテーション 

（屋内展示場内特設会場） 

下記テーマに沿った新技術の

発表 

新技術競技会(仮称) 

（西館展示場 1,295 ㎡） 

無人航空機（ＵＡＶ）による

実演・競技を実施予定 

 ※ＥＥ東北’14 実績：出展者 298 社 プレゼンテーション 40 題 

● 技術分野 
展示会・プレゼンテーションの分野は、以下のとおりとします。 

◇新技術展示会における技術分野 

１．復旧・復興に関する技術分野 ２．建設段階の技術分野 

３．維持管理 予防保全の技術分野 

４．建設副産物 リサイクル等の技術分野 

５．防災 安全等の技術分野 ６．その他 共通の技術分野 

※ ４の技術分野のエリアは、「2015 建設リサイクル技術発表会・

技術展示会｣における技術展示の一部という扱いになります。 

◇新技術プレゼンテーションにおけるテーマ 

・復旧･復興に関する技術 ・建設段階の技術分野 

・維持管理･予防保全の技術分野 ・防災･安全の技術分野 

※ 発表時間は、１発表あたり質疑応答を含め１５分を予定 

 

２．出展募集概要 

● 新技術展示会 

◇ 出展者 

・建設分野に係わる材料、工法その他新技術等を出展できる者

（事前に申込みのない者が出展することはできません） 

◇ 出展技術 

・１出展者が出展できる技術数（ガイドブックや社名プレート

等に掲載できる技術数）は、屋内屋外とも単独出展・共同出

展を問わず、１小間(区画)あたり最大３技術までとします。 

◇ 展示ブース 

・事前に「屋内」か「屋外」を選択していただきます。 

屋

内 

[屋内／1小間] 寸法 間口 3ｍ×奥行3ｍ×高さ2.4ｍ 

装飾品：ブース仕切壁、蛍光灯 2灯、社名板 

※ブース仕切壁は左右背面の 3面（角ブースは 2面） 

屋 

外 
[屋外／1区画] 寸法 間口 10ｍ×奥行 10ｍ 

装飾品：社名板 （テントは含みません） 

◇ 出展費用 

・以下に示す出展費用を、支払期日までに全額振込みいただき

ます。振込み手数料は出展者の負担となります。 

・屋内屋外とも展示ブース内の装飾、備品等は、別途各出展者

の負担となります。また、照明や実演に要する電気料、配線

工事費用は出展者負担となり、別途料金が発生します。こち

らについては、展示会終了後の精算払いとなります。 

（出展費用の料金表） 

区分 単 位 出展費用 

屋内 １小間あたり １５万円 

屋外 １区画あたり １１万円 

※ 必要とする小間(区画)数を事前に申し込んでください。な

お、会場の都合により小間(区画)数を調整させていただく

場合があり、ご希望に添えない場合があります。 

◇ 支払期日 

・平成２７年３月２０日（金） 

● 新技術プレゼンテーション 
・「新技術プレゼンテーション」は、新技術展示会の出展者（出

展技術）を対象とします。参加を希望される場合は、申込用

紙にその旨を記載願います。なお申込多数の場合は、出展者

説明会（平成２７年３月上旬予定）において抽選を行います。 

● ブース配置等 
・出展ブース位置の抽選、その他詳細説明については、出展者

説明会（平成２７年３月上旬予定）にて実施します。 

・特に屋内の角(かど)ブースを希望される場合は、申込用紙に

その旨を記載願います。申込多数の場合は、抽選により決定

しますが、角ブースとならない場合がありますので、ご了承

願います。 

● 申込方法と提出先 
・所定の出展申込書を「郵送」又は「Ｅメール」にて、下記の

提出先へお申込みください。 

※ 申込書は、下記ＵＲＬからダウンロードできます。 

※ 郵送の場合は、封書の表面に「ＥＥ東北出展申込書在中」

と朱書きで記載のうえ送付願います。Ｅメールの場合は、

表題に「ＥＥ東北出展申込書」と入力して送信願います。 

※ ＦＡＸでの申込みは、受付しておりません。 

申込期限 平成２７年１月２０日（火）まで 

● 出展申込みの受付 
・提出いただいた申込書に基づき、先着順で出展者を受付しま

す。受付後に出展費用の振込方法、出展方法の詳細をお知ら

せいたします（平成２７年２月上旬予定）。 

※ 会場スペースの関係で申込みの内容どおりに承認できな

い場合があります。また、先着順での受付のため、会場

スペースの関係上、受付を期限内に締め切らざるを得な

い場合がありますので、ご了承願います。 

・原則として、振込み後に出展申込みを取り消しする場合、出

展費用の返還はいたしかねます。 

● その他 

・上記に記載のない事項については、裏面「補足事項説明書」
をご確認願います。また、建設リサイクル技術発表会・技術

展示会については、ホームページ等でご確認願います。 

【主催】ＥＥ東北実行委員会 

○申込書提出先 及び 問い合わせ先 

ＥＥ東北実行委員会事務局 

〒985-0842 宮城県多賀城市桜木３丁目６番１号 

国土交通省 東北地方整備局 東北技術事務所内 

Tel  ０２２－３６５－８０４７（直通） 

E-mail tougi@thr.mlit.go.jp 

URL http://www.thr.mlit.go.jp/tougi/eetohoku/ee15/ 

建設技術公開｢ＥＥ東北’15｣ 出展募集要領 

◆「ＥＥ東北’１５」は、「２０１５建設リサイクル技術発表会・技術展示会」と同時開催になります◆ 

 

mailto:tougi@thr.mlit.go.jp
http://www.thr.mlit.go.jp/tougi/eetohoku/ee15/


 
 
 
 

１．展示会場 
◆小間の基本仕様 
① 屋内会場  

小間寸法／間口３ｍ×奥行３ｍ×高さ２．４ｍ 
※システムパネルはビニールコーティング合板のため、直接装飾・加工を施す

ことはできません（切断・釘打ち・穴あけなどの加工、接着用テープの使用は

できません）。 
照 明／パラペット裏に 40W 蛍光灯２灯を設置します。 
社 名 板／パラペットに「出展者名」と「技術名（３つまで）」を表記します（Ｗ1800×Ｈ200）。 

[注意] 「出展者名」とは、申込書に基づき事務局より受付された者の名称であ

り、これ以外の名称を記載することはできません。 
 

 
 

留意事項 
◎隣接する小間と小間の間の袖パネルは、２枚（２ｍ）となります。 
◎角小間の場合、通路側の袖パネルはつきません。 
◎複数小間を並べて使用する場合は、小間と小間の間の袖パネルはありません。 
◎展示会場の床は、コンクリート防塵塗装（グレー色）となっております。 
◎展示造形物の高さは、３．６ｍまでと制限させていただきます。 

② 屋外会場  
区画寸法／間口１０ｍ×奥行１０ｍ 
社 名 板／自立式社名版に「出展者名」と

「技術名（３つまで）」を表記し

ます（Ｗ600×Ｈ1800）。 
[注意] 「出展者名」とは、申込書に

基づき、事務局より受付さ

れた者の名称であり、これ

以外の名称を記載すること

はできません。 
③ その他共通事項 

基礎小間以外は、別途仕様となります。 
 
２．禁止行為その他注意事項 

◆出展者の次の行為を禁止します。 
① 指定されたブースの全部又は一部を、第三者に有償、無償で貸与すること。 
② 指定された場所以外の展示場建物の内外部又は周辺に看板、掲示板、広告標識などを

設置又は掲示すること。 
③ 来場者及び他の出展者の迷惑となる行為、並びに会場内への危険物の持込など展示場

建物に損害を及ぼすような一切の行為をすること。 
④ 物品・飲食物の販売、寄付金品の募集、事務局の承認を受けないで行うブース外でのチ

ラシ・ビラ等の配布。 
⑤ 公序良俗に反する製品の出展・展示・プレゼンテーション・販売・配布・会場持込等の行

為をすること。 
⑥ 発火又は引火しやすいもの、火災・煙等を発するもの、著しく音響、振動、塵埃又は臭気

を発するもの、施設を汚損、毀損する恐れのあるものの持ち込み。特に、屋内展示場で

は強い光、熱、臭気、大音量等を発生させる行為は認められません。 
 
３．その他 

① 出展申込みは、郵送又はＥメールにて、所定の申込書を下記の申込書提出先へ直接送

ってください。 
② 出展費用の振込手数料は、出展者の負担となりますのでご了承ください。 
③ 天災その他不可抗力により展示会を中止することがあります。その場合、準備等に要し

た費用を差し引いた上で出展料金を返金します。ただし、それ以外に生じた損害の補償

はできませんのであらかじめご了承ください。 
 

 

建設技術公開「ＥＥ東北’15」出展募集要領 

補 足 事 項 説 明 書 
この補足事項は、申込みいただくにあたって、事前に確認していただきたい基本的事項

を記載したものです。申込みの前に「出展募集要領」と併せて内容をご確認願います。

【申込書提出先 及び 問い合わせ先】 

（郵 送）  〒９８５－０８４２ 宮城県多賀城市桜木３丁目６番１号 

東北地方整備局東北技術事務所内 ＥＥ東北実行委員会事務局 

Tel ０２２－３６５－８０４７（直通） 

（Ｅ メ ー ル）  tougi@thr.mlit.go.jp 

◆「ＥＥ東北’１５」は、「２０１５建設リサイクル技術発表会・技術展示会」と同時開催になります◆ 



〒

※プレゼンテーション発表希望技術分野と申込出展技術の技術分野は同一にしてください。

例：○　出展技術の技術分野「復旧・復興」 プレゼンの技術分野「復旧・復興」

×　出展技術の技術分野「その他」　プレゼンの技術分野「防災・安全」（それぞれの技術分野が不一致）

※希望者多数の場合は出展者説明会時に出展技術分野ごとに抽選を行い発表者を決定します。

（２／２頁へ続く）

※プレゼンテーションにおいて発表する技術名は、「４．出展技術」に記載した展示技術としてください。

※角ブース希望欄が未記載のものについては「希望無し」とさせていただきます。

３．プレゼンテーションの希望
希望の有無

(いずれかを選択) 希望する　／　希望しない 発表を希望する技術の名称

対象となる
「技術分野」

(該当欄に○を記入)

復旧・復興 建設段階
維持管理・
予防保全

防災・安全

１小間あたり
間口3m×奥行3m×高さ2.4m 有 / 無 １区画あたり

間口10m×奥行10m

※屋内角ブースのブース仕切り壁は２面となります。

※記載の団体に所属されていない方は「単独出展・大学・その他」に○を記載して下さい。

２．出展ブースの希望

屋内ブース 必要小間数
角ブース

希望 屋外ブース 必要区画数

(一社)建設コンサルタンツ協会
(公社)日本下水道管路管理業協会

東北支部

(一社)みやぎ工業会 単独出展・大学・その他

(一社)日本埋立浚渫協会 (一社)建設電気技術協会 出展者の本社本店本部
等の所在地（都道府県）東北支部 東北支部

東北支部

(一社)全国特定法面保護協会
東北建設業協会連合会

東北地方支部

東北支部 東北支部

(一社)日本建設機械施工協会
(一社)東北コンクリート製品協会

ＴＥＬ ＦＡＸ

所属する
構成団体

(該当欄に
○を記入)

(一社)日本建設業連合会 (一社)日本道路建設業協会 出展者の過去ＥＥ東北
出展回数（レ点記入）

役　職
E-mail

所在地

※７桁数字のみの入力

出展者名
※ブースの社名
板等に表記

上記名称とブースの社名板やガイドブックに表記する名称が異なる場合は、本欄に記載してください

ﾌﾘｶﾞﾅ(半角)

担当者

ＥＥ東北'15に関する窓口となる方を記載してください

所属部署

建設技術公開「ＥＥ東北’１５」出展申込書
建設技術公開「ＥＥ東北'15」出展募集要領に同意のうえ、下記のとおり申込書を提出します。

１．出展申込者

会社名
または
団体名

出展申込者の正式な社名・団体名を記載してください

ﾌﾘｶﾞﾅ(半角)

な し

１～３回

４回以上



●
代表技術

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

◆出展技術分野

1 2 3

4 5 6

※ ４の「建設副産物・リサイクル等の技術分野」を代表技術として申し込まれた出展者における建

設副産物・リサイクル等の技術は、同時開催の「２０１５建設リサイクル技術発表会・技術展示

会」における技術展示の一部という扱いにもなりますので、ご了承願います。

◆    個人情報のお取扱いについて

　ご記入いただきました個人情報はＥＥ東北実行委員会事務局からのＥＥ東北出展に関わる各種ご案内に利用させていただきます。

　法令に基づく場合を除き、ご本人の同意を得ることなく他に利用または提供することはありません。

５．事務局あて連絡事項

復旧・復興に関する技
術分野

建設段階の技術分野
維持管理・予防保全の
技術分野

建設副産物・リサイク
ル等の技術分野

防災・安全等の技術分
野

その他共通の技術分野

４

３

２

必
要
小
間
数

新技術の名称
（２０文字以内）

ＮＥＴＩＳ
登録番号

(登録が無い場合
は空欄)

出展技術分野
(下記より数字を

選択)

(記載例)□□□□□工法 TH-000000-A 1

４．出展技術
１小間(区画)あたり最大で３技術まで（２小間の場合６技術まで、３小間の場合９技術まで）記載できます。

２つ以上新技術を出展する場合、メインとなる代表技術を１つだけ●としてください（１出展者につき●１つ）。

ブースの配置は、代表技術として●に記載された技術分野のエリアへ配置されることになります。

通

信

欄

事務局記入欄

１


